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【テーマ】「 Society5.0時代の大学ICT環境を探る︕Ⅱ
-グローバルキャンパスを探る-」

【主催】システム運⽤管理分科会
活動報告

１．研究内容

２．スケジュール

1

日 時 ︓2019年12月20⽇（⾦）13:00 – 17:30
場 所 ︓昭和⼥⼦⼤学 10号館 2階 2S01教室/テンプル大学ジャパンキャンパス
出席者︓44名

今年度最後（4回目）のシステム運⽤管理分科会は昭和⼥⼦⼤学10号館・テンプル大学ジャパンキャンパ

スにおいて開催しました。はじめに、会場校の昭和⼥⼦⼤学様のキャンパス内に今夏より移転した、テンプル⼤学

ジャパンキャンパス（以下TUJ）の紹介がありました。分科会の後半では、研究会に登録している賛助企業より

製品やソリューションの紹介を⾏い、分科会恒例のグループ討議にて今年度活動を締めくくりました。

13:00〜13:05 全体会 (本日の分科会について、事務連絡等）

13:05〜13:30 昭和⼥⼦⼤学とテンプル⼤学との各種取り組みについて

13:30〜14:30 TUJの⾒学およびご紹介

14:30〜14:40 休憩

14:40〜16:00

賛助会員（4会員）によるソリューション紹介

16:00〜16:10 休憩

16:10〜17:30 賛助会員の各種ソリューション紹介の後、意⾒交換

□ サイバーリーズン・ジャパン株式会社

□ シスコシステムズ合同会社

□ シトリックス・システムズ・ジャパン株式会社

□ 株式会社富士通パーソナルズ
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■次回以降取り上げて欲しいテーマがあれば教えてください

■本日の分科会を実施して、開催テーマに対して得られた研究成果(疑問や課題等含めて)をお書きください

■今回の分科会を、どのくらい他の⼈に推奨したいと思いますか︖ 0(おすすめしない）〜10(おすすめしたい）

３．アンケート結果について

■本⽇の「プログラム内容」について満⾜度をお選びください

NPS:11.1

５．所感

・他⼤学さんの設備を⾒ることが出来た

・テンプル大学様の現状が確認でき大変勉強になった。

４．参加校 [11校13名] ・参加企業[11社31名] ・参加総数[44名]

� システム担当者の悩みは洋の東⻄を問わず、類似点が多かった。

� RPAの現状やその他の動向がわかってよかったです。
� 悩み事やカダイが同じだと判りました
� 共通課題

� セキュリィティポリシーの作成についての何かをやりたいです。1年かけて︕

� プロジェクトマネジメント
� セキュリティポリシー策定方法、プロジェクトマネジメント
� IR、セキュリティ、学生サービス(学生向けアプリなど)、チャットボット(関東でも開催希望)
� BCP対策
� 今回のような施設⾒学をテーマにして続けてほしい

� 将来の大学
� 運用負荷軽減について

愛知学院大学[1]
鎌倉⼥⼦⼤学[1]
関東学院大学[2]
工学院大学[2]
産業能率⼤学[1]
芝浦工業大学[1]
昭和⼥⼦⼤学[1]

専修大学[1]
東京音楽大学[1]
福岡大学[1]
流通経済⼤学[1]
アルテリア・ネットワークス株式会社[1]
株式会社インフィニテック[1]
エデュケーションＩＴサービス株式会社[1]

サイバーリーズンジャパン株式会社[1]
シスコシステムズ合同会社[4]
シトリックス・システム・ジャパン株式会社[2]
電子システム株式会社[1]
東京コンピュータサービス株式会社[2]
東通産業株式会社[3]
株式会社富士通パーソナルズ[2]
富士通(株)[13]

2019年度第4回分科会は「Society5.0時代の大学ICT環境を探る︕Ⅱ-グローバルｷｬﾝﾊﾟｽを探る-」をテーマに掲げ昭和⼥⼦⼤学内にあるテンプル大学
ｼﾞｬﾊﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽで開催いたしました。 分科会の前半は昭和⼥⼦⼤学とテンプル⼤学の紹介、後半はCS研賛助会員4社よりソリューション紹介を⾏い、その後、
意⾒交換を⾏いました。参加した⼤学皆さんにとって、最新のトレンドや情報の収集、また、他⼤学様の取り組み等を知るうえで有意義な分科会であったかと思い

ます。 （事務局）

【皆様からのご意⾒等】
・異国の教育制度についても学べてよかった

・海外大学のシステム担当者の話をきくことができた。大学の取り組
み紹介も興味深かった。
・他の社員にも勉強してほしい。
・施設⾒学、会場の⼤学様の取り組みがうかがえてよかったです。

・他大学さんの状況を知る事が出来る
・取り組み、⾒学共に深い内容が聞けた。

・他⼤学との交流

大満足

50%

満足

44%

ふつう

0%

無回答

6%

【NPS（Net Promotor Score)とは】
測定方法は推奨者(10,9点)、中⽴者(8,7点)、批判者(6点以下)
に分け、回答者全体に占める推奨者の割合(％)から、批判者の割合
(％)を引いた値がNPSのスコアとなります。結果としては数字が大きいほ
ど良いイベントと評価されます。


